
迎古夢旅 4725：ママチャリ琵琶湖一周・花折峠にて思う 110 
 

地球環境の変化。天災も増加。道路の補修始め、インフラチェック。 

地⽅や、過疎地では、⾏き届かない変化が⾒てとれる。 

⼈様が住むことで、いろいろな営み、⽣活も可能になるが、いろいろ考えさされる。 

⽇々、運動のため外出。年齢、国籍、男⼥、等々、いろいろな出会い。 

気づかされることが多く、⼤変勉強になる。それが、元気の素。 

バス停はあるが、時刻表には今は運休と。乗⾞する⼈がないのだろう。⼈がいて社会がある。 

 

 

   

 

   

 



こうした⼈たちのおかげで、無事な旅ができる。有難い。 

この後、安曇川沿いを、葛川まで 7 キロ余、 

４つ⽬のトンネルの⼿前に、駐⾞スペースと、飲⾷店があったので、しばし休憩。 

現実を知らないと、状況判断も、無事な旅もできない。情報も得たい。 

スマホもナビもない。⼈様のおかげだが、頼りになるのは、⾃分⾃⾝の、環境と状況の判断。 

まさかもあるのは、覚悟している。待ったなし、⾔い訳なし、後悔なし。 

 

 

   

 

 

   


